
 

令和元年度 第９回府中市男女共同参画推進協議会 次第 

 

 

 

日 時：令和２年１月３０日（木） 

午前１０時～ 

場 所：市役所北庁舎３階第３会議室  

 

 

 

 

 

１ 審議事項  

(1) 府中市男女共同参画の推進についての報告書について 

 

 

 

 

 

(2) 令和２年度府中市男女共同参画市民企画講座事業について 

 

 

 

 

 

２ その他 

 

 

 

 

【配付資料】 

 資料１ 府中市男女共同参画の推進についての報告書（案） 

 資料２ 令和２年度府中市男女共同参画市民企画講座事業申請一覧 

 参 考 令和２年度府中市男女共同参画市民企画講座事業選考採点表 

     令和２年度府中市男女共同参画市民企画講座事業選考点数配分表 

 



 

 

 

第３期府中市男女共同参画推進協議会の開催予定 

＜令和元年度＞ 

 

回数 日程 会議の内容 

第１回 ４月２６日（金） 

・ 平成３１年度府中市男女共同参画市民企画講座事

業について  

・ 第６次男女共同参画計画について 

第２回 ５月３１日（金） 
・ 第５次府中市男女共同参画計画推進状況評価報

告・第三者評価について 

第３回 ６月２８日（金） 
・ 計画策定に関する事項について 

（目標Ⅰの検討） 

第４回 
７月２５日（木） 

午前１０時～ 

・ 計画策定に関する事項について  

（目標Ⅱ・Ⅲの検討） 

第５回 
８月１９日（月） 

午前１０時～ 

・ 計画策定に関する事項について  

（目標Ⅳの検討等） 

第６回 
９月９日（月） 

午後２時～ 

・ 計画策定に関する事項について  

（全体確認）  

第７回 
１０月３日（木） 

午前１０時～ 

・ 計画策定に関する事項について 

（パブリック・コメント案の確認） 

・ 第三者評価ヒアリング、検討 

第８回 
１月９日（木） 

午前１０時～ 

・ 「第６次府中市男女共同参画計画」について 

（パブリック・コメント結果報告） 

・ 「府中市男女共同参画の推進についての報告書」

について 

（第三者評価、事業計画及び運営について） 

第９回 
１月３０日（木） 

午前１０時～ 

・ 第６次府中市男女共同参画計画策定報告 

・ 「府中市男女共同参画の推進についての報告書」

の確認 

・ 市民企画講座の説明・採点 

 





































































































































































































































































































講師

目
標

課
題 資格等 項目 数量 単価：円金額：円

Ⅲ 講師謝礼 2時間 8,500 17,000

2 印紙代 200

印刷製本費 講座資料、チラシ等 1,000

郵便料 開催通知、チラシ送付 5,460

その他 案内封筒、宛名シート 1,000

合計 24,660

Ⅱ 講師謝礼 3人　1時間 9,000 27,000

1 印紙代 200

印刷製本費
カラーコピー1950円
用紙代850円

2,800

　 郵便料

その他

合計 30,000

Ⅱ 講師謝礼 2時間×2日 5,000 20,000

2

アシスタント 2時間×2日 1,500 6000

印紙代 200

印刷製本費 用紙、印刷代 1,800

その他 ディスプレイ、消耗品 2,000

合計 30,000

Ⅲ 講師謝礼 2時間☓2日 5,000 20,000

3 アシスタント 2時間☓2日 1500 6000

印紙代 200

　 印刷製本費 チラシ等 1,800

　 その他 ディスプレイ、消耗品 2,000

合計 30,000

Ⅲ 講師謝礼 2時間 10,000 20,000

2 印紙代 200

印刷製本費 3000

その他

合計 23,200

２日
開催

生涯を通じた健康支援

　
・リトミック&シ
ナプソロジー
教育トレー
ナー等
・ＮＰＯ法人副
代表理事

23,200

遠藤　良子

特定非営利
活動法人　く
にたち夢
ファームJikka
代表　女性相
談員

人権が尊重される社会の形成

人権の尊重

5

女縁で生きなお
す居場所「jikka」

とは

ワーク・ライフ・バランスの推進

3

働くママのため
の子育て支援リ

トミック♪

仕事と家庭の両立に悩み、働くママが疲
弊・孤立しているケースは社会のニーズ
とともに増加している。そんな、乳幼児を
持ちながら働く母親から土日に親子の講
座をして欲しいという希望が増えていま
す。この講座は普段仕事で子どもに接す
る時間が短い母子対象に、シナプソロ
ジー（脳の活性化プログラム）を取り入れ
ながらの育児支援リトミック講座です。時
間的にタイトで、地域の中でのつながり
も少なく、孤立しがちな働くママを応援す
る事を目的とし、音楽プログラムのみな
らず、子育ての悩みや、受講者間のコ
ミュニケーションをとり、男女共同参画に
ついても話し合い、子育てを活き活き出
来るようなモチベーションアップ講座とし
ます。

働くママのための子育て支援リト
ミック
スイスでは保険適応にもなってい
るダルクローズリトミックと脳の活
性化シナプソロジーを使って、子ど
もの創造性を伸ばす教育法＆子
育てを楽しむ方法をお伝えします。
(ピアノ、プロジェクター使用。)

1〜3歳児の
お子さんと
原則、仕事
を持つ母親

Ｂ

向藤原　寛
ファイナンシャ
ルプランナー

仕事と生活の両立支援

伊達寿和
ファイナンシャ
ルプランナー

リカレント教育の必要性が高まる中、公
正中立な立場で将来に役立つ情報を発
信し最適な提案を打ち出す本セミナーの
受講が契機となって個々人の金融リテラ
シーを高め男女が共に将来の不安を取
り除き自分の意志で安心及び自立した
生活を導き出すきっかけとなる第一歩を
踏み出せるようになる。

各回
30人

長曽我部静枝
ファイナンシャ
ルプランナー

10月17日
(土)

①10:00～
　　12：00

②13：30～
　　15：00

③15：15～
　　16：50

30,000
１日
３開催

Ｃ

子育て支援

リトミック講
師・シナプソ
ロジー教育ト
レーナー・
NPO法人脳
響トーンシス
テム副代表
理事・保母・
幼稚園教諭

子育てをしながら働くためには、「自分一
人で何とかしよう」という意識を変える勇
気も大切。働きながらも家事・育児を分
担し、頼れるものは頼って誰も疲弊して
いない姿は、子どもの「将来家族をもち
ながら働くイメージ」にもプラスになりま
す。ストレスから子どもに当たってしまっ
たり、罪悪感や自己嫌悪に悩むのではな
く、夫婦で、そして行政を巻き込んで社会
全体で子育てする。超高齢者社会の中
で、社会の子として子供を育てる府中市
に！これまで父親対象にしていました
が、今回は、働くママが地域とつながり、
心を和らげる講座にしたいと思います。

各回
7組
14人

ワーク・ライフ・バランスの推進

2

「市民のための
知って得するく
らしとおかねの
１DAYセミナー&
無料相談会」
～安心した老後
を過ごすために
～

少子高齢化社会の中で私たちは老後の
資金や社会保障、健康・介護など不安を
抱きながら生活している。日本は成熟社
会に入り今までと同じやり方や考え方か
ら大きくパラダイムシフトせざるを得ない
状況にありかつての学校教育で習った
常識から最新の確かな情報と実情及び
アドバイス等を発信する必要がある。本
セミナーでは市民一人一人の金融リテラ
シーを高め自立した実生活及び安心し
た老後を迎えられるようマネープラン等
を提案することを目的とする。

①「いつかは必ず来る！おひとりさ
まの老後・・その心構えと準備」
～ステージ別に適したアロマの薫
りを添えて～
②「間違いだらけの投信選び」～
老後資金形成の要、投資信託を科
学する～
③「気になる老後資金・・・その前
に年金について知っておこう！」

一般市民

4

カラダも心もスッ
キリ元気教室
～心が動く介護
予防教室～

高齢化の問題は個人に留まらず地域の
問題。体だけでなく心の問題でもある。
脳もカラダ、精神面でも元気になる、心
が動く講座を開催する事で、一人ひとり
の元気を引き出す。そして、若い人から
高齢者までをつなげ、地域の活性化を
はかる。

脳の活性化シナプソロジーや音楽
を使った楽しいワークと、包括支援
センター介護予防教室で「痛いの
を忘れた」と言われた伝説の講座
内容。脳活性に重要な、発声を含
む簡単な運動ワークと介護予防知
識を入れ込んだ感動講座

成人男女
(センターま
で自力で移
動できる方
ならどなた
でも)

榎本久美
子

備　考 団　体

人権が尊重される社会の形成

1

私も行為者？身
近なハラスメン
ト～しない・させ
ない・見過ごさ

ない～

セクシャルハラスメントにパワーハラスメ
ント、マタニティ・パタニティそしてケアハ
ラスメント。身近に起こる様々なハラスメ
ントは決して他人事ではありません。労
働施策総合推進法の改正を機に、私た
ち個々の持つ枠組みといった視点から
ハラスメントにいかに対応していくか考え
てまいります。

多様化するハラスメントの定義か
らはじまり、パワーハラスメントの
法制化の意味と、個々時の持つ考
え方や価値観がハラスメントの土
壌となっていないかを最近の事例
を交えつつ参加者全員で考えてい
ただきながら、コミュニケーションの
重要性を知っていただきます。

ハラスメント
に関心のあ
る方

ジェンダーカフェ、支援者講座、子
ども朝ごはん事業など、地域で女
性たちの居場所づくりの活動につ
いて、講演会を行っていただきま
す

誰でも

多様化するハラスメントは時として私たち
の心の健康を蝕み、社会生活を脅かす
もととなりうることを再認識していただき、
自身の持つ枠組み価値観を見直すこと
で「しない（行為者）」「させな（被害者）」
「見過ごさない」意識を高め、各々が自分
らしくそして社会・地域における男女共同
への積極的な意識を持てることを目指し
ています。

30人

5月23日(土)

9月19日(土)

10：00～
12：00

30,000
２日
開催

D

E

仕事がない 、あったとしても職場ではパ
ワハラ、セクハラ、家庭内ではＤＶ、虐待
など、多くの女性たちが悩み苦しんでい
るのに、誰も手を差伸べようとしないで
放置されている。そんな女性たちに諦め
たり逃げてばかりの人生ではないと、希
望と夢がもてる人生への転換を図れる
場所「Jikka」を始めた遠藤さんのお話を
伺い、地域に開かれているからこそでき
る支援を学びます。

　

人権が尊重される社会の形成

A

人権の尊重

シニア産業カ
ウンセラー
NPO法人け
やきの会理
事長

栗原　麗子
2月13日

(土）

13：30～
15：30

24,660

Jikkaの居場所活動の実践から学ぶこと
で、いつでもどんなときでも、困ったら助
けてといえる場がある、 頼れる人がい
る、そんな地域づくりを進めていくことに
つながると思います

40人

6月27日(土)

13：30～
15：30

老弱男女様々な方が笑顔とともにつなが
り、介護予防の知恵を身につける講座を
する事で、楽しい→又外に出たい→運動
する→つながる→精神的快→カラダも心
もスッキリ→又行きたい→病院ではなく
講座に行きたい！そんなつながり&循環
が出来、次の講座を待つリピーターがい
らっしゃいます。

5月19日(火)
10月6日(火)
10：00～
12：00

30,000
各回
30人

榎本久美
子

令和２年度　府中市男女共同参画　市民企画講座事業申請一覧

第6次府中市男女共同参
画計画における位置付け 事業名 事業目的 事業内容 対象者 成果について

参加予
定人数 日時 委託金

経費

資料２

1



講師

目
標

課
題 資格等 項目 数量 単価：円金額：円

備　考 団　体

第6次府中市男女共同参
画計画における位置付け 事業名 事業目的 事業内容 対象者 成果について

参加予
定人数 日時 委託金

経費

Ⅲ 講師謝礼
2時間　(交通費込　川
越～中河原間）

30,000

2 印紙代 200

印刷製本費
チラシ　、資料（カラー
コピー）

9,000

郵便料
チラシは郵送料(市
外）

3,000

資料展示用養生テー
プ、台紙代

1,800

合計 44,000

Ⅰ 講師謝礼 2時間
4000×6時
間

24,000

4 印紙代 200

印刷製本費
チラシ（カラー）2500
円　、資料　1500円 4,000

Ⅱ 郵便料 1,800

2

合計 30,000

Ⅱ 講師謝礼
3名　×2時間　×2日
間

2,000 24,000

2 印紙代 200

印刷製本費 チラシ　、資料 3,800

郵便料

その他
紙コップ、お茶、駐車
場代

2,000

合計 30,000

Ⅰ 講師謝礼 2人　7500人×2時間 7,500 30,000

1 印紙代 200

印刷製本費

 

 

郵便料  

その他   

合計 30,200

Ⅰ 講師謝礼

ﾒｲﾝﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
4,000円×1人
ﾃｰﾌﾞﾙﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
3,000円×4人

 16,000

1 印紙代 200

印刷製本費
コピー代500円、
チラシ作成印刷費

12800

その他
消耗品　コピー用紙
（500円含む）等

1000

合計 30,000

合計金額 287,860 予算額 300,000 残予定 12,140

Ｆ

人権の尊重

ノンフィクショ
ン作家「テレ
ジンを語りつ
ぐ会」代表

あらゆる分野における男女共同参画

7

絵本と語り
～声で伝える物
語の世界！～

 生の声で聞く絵本や昔話、わらべ歌は、
赤ちゃんからお年寄りまで、心温まる時
間です。地域で気楽にお話会を！と始め
たこの講座、昨年は80代の方から男性
やお子さん連れの若いママまで参加し
和気あいあいとお話を楽しみました。今
年は更に様々な年令の方が「声で伝え
る物語、そして人と人が繋がる世界物語
の世界」を体験し、地域活動に生かして
ほしい。

 ・絵本について：歴史、絵本読み
のノウハウ（年齢別、テーマ・季節
など）
・語りについて：歴史、語りのノウ
ハウ（子ども向け・大人向け　など）
・地域で行うお話会について：参加
者がグループに分かれ実践。
＊各回ワークショップを交えて行う

 学生、成
人、シニア
（3回シリー
ズ）

絵本読みや語りのノウハウを学び、地域
で仲間を募り、読書活動やおはなし会を
発信するボランティアとして活動する。
子ども対象のお話会を行政だけに頼ら
ず、家庭や地域で気軽にできるように、
また、大人(女性、男性、シニア)も昔話や
物語、パーソナルストーリーなどを語った
り聞いたりする会を作り、地域の街作り
の一翼を担ってほしい。

 各回
15人

 須山優子 12月17日
(木)
1月21日(木)
2月18日(木)
10：00～
12:00

30,000 G

市民協働における男女共
同参画

ワーク・ライフ・バランスの推進  NPO法人語
り手たちの会
理事
おはなし夢く
らぶ主宰

テレジン収容所に4000枚もの子どもたち
の絵が残された事実と背景を学び、互い
に尊重し合い、多様性のある社会への
理解・実現につなげることを目的とする

ナチス・ドイツがアウシュビッツへ
の中継地として使ったテレジン収
容所。15000人の子どものうち生き
残ったのは100人という中で残され
た絵をテーマに命や互いに尊重す
る大切さ、人間らしさとは何かを問
う講演会を実施。野村氏が活動を
はじめて30周年となる。

市内で子育
て中の世
代・中学生
～高齢者の
方まで

子育て支援

男性と女性、大人と子ども、障がいの有
無など様々な枠や違いを超えて、互いの
違いを理解し、ひとりひとりがありのまま
でも大切にされる多様性ある社会へとつ
なげる。

70人

野村　路子

1月17日(日)
14:00～
16:00

30,000

収入
参加
費用
14,000
円
（200
円
×70
人）

人権が尊重される社会の形成

6

野村路子氏講
演会「テレジン
の絵は語り続け
る」

J

社会・地域における様々
な分野での女性活躍を推
進する環境づくり

 市内で子
育てをする
女性、仕事
をする女
性、地域活
動を行う女
性を中心に
多くの女性
を対象とす
る。

参加した女性が自ら所属するコミュニ
ティーで、防災計画や避難所運営の計画
に意見を言うなどの参加や、自分たちが
声を上げて新たな取り組みを始めること
により、より現実的に有効な避難所運営
が行われ、市民の男女共同参画に関す
る意識や女性が活躍する場面が増える
ことが期待される。

20人

ファシリ
テーター 5

名
9月12日(土)
10：00～12：
00

30,000

あらゆる分野における男女共同参画

10

 女性目線で考
える避難所運営
～避難所運営
ゲーム～

過去の災害の事例からも、避難所の運
営には多くの女性がいるのにもかかわら
ず、その意見などはなかなか反映され
ず、女性のみではなく多くの避難者に
とって良い形になることが少ないようで
す。実際の状況をシミュレーションするこ
とにより、問題点や課題、それに対する
アイデアなどを共有することにより、発災
時に女性の力が発揮できる状況を作る
ことを目的とする。

静岡県が開発した「避難所運営
ゲーム（HUG）」で女性目線を意識
した視点をもって実施し、実際の災
害時における、問題点や課題を掘
り起こし共有する。また、新たなア
イデアも出し合い共有することによ
り、今後、参加各自が行動を起こ
すきっかけとするとともに、その結
果を公表し、参加することができな
かった多くの地域住民にも関心を
持ってもらう。
同じ防災・減災に取り組む他団体
（ママチャーリーズ、ウィメンズ・ア
クション・府中）とも連携し事業を行
う。

30,000 H

9月6日(日)
9月13日(日)

9：45～
11：45

ワーク・ライフ・バランスの推進
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マタニティ講座
出産育児準備
教室

産後生活は戸惑が生じ、うつ的傾向に
陥りやすい。妊娠安定期に夫婦で安全
な出産を目指し産後の生活への対応力
を学ぶ。
地域の子育て仲間と知り合う。

①お産に向けての体力をつける。
夫婦でストレッチ
　お産のしくみを学び安全に向け
ての対応を学ぶ
②産後の気持ちの変化を知る。
　夫婦で育児力をつける。泣きの
対応、沐浴の練習。

妊娠5ヶ月
～9ヶ月ご
ろ。

　大きなライフイベントの出産を夫婦での
り越え、産後の急な変化に、お互いにい
たわり合える行動へとつながる。
　育児の楽しさが生まれ、仕事と生活の
両立支援推進につながる。

遠藤みどり
他

社会・地域における様々
な分野での女性活躍を推
進する環境づくり

あんどりす

アウトドア防災
ガイド
新建新聞社リ
スク対策.com

名誉顧問

30人

 本郷　寛子

東京大学院医
系研究科国際
地域保健学教
室客員研究、
母と子の育児
支援ネットワー
ク代表、 災害
時の母と子の
育児共同特別
委員会代表

災害時の避難所生活では男女のﾆｰズに
応じだ男女共同参画の視点からの対応
が求められます。本講座では女性の視
点から母子が安心して過ごせる環境づく
りのための知識を母親自身が学ぶこと
で、いざという時に主体的に動くきっかけ
作りになると期待しています。

子育て支援

助産師

各回
20人

6月20日(土)
13：00～15：
00

30,000  I

あらゆる分野における男女共同参画
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 我が子を守る
防災講座

 
昨年の台風19号では府中市でも避難勧
告が発令されました。首都直下型地震
の発生も近いと言われています。災害は
もう他人事ではありません。この講座で
は災害時、特に災害弱者となりやすい乳
幼児がいる世帯に向けて、日頃の備え
やいざという時に役に立つ防災知識を学
び、防災意識を高めてもらうと共に、家
族で話し合う機会や防災対策を通して地
域について学ぶきっかけになることを目
的としています。

災害など非常時に赤ちゃんと母親
が安全に過ごせるように普段から
備えるべきことや心構えなどを乳
幼児栄養の専門家である本郷寛
子さんからお話していただきます。
更にアウトドア防災ガイドのあんど
うりすさんから、より実践的な役立
つ防災知識を学びます。

子育て世代
及び子育て
に関わる方

2


